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皆さんは、わが国で製造・発行されたお札の中で

一番大きいお札は何か、そしてそのサイズはど

れくらいかご存知ですか？

それは、１８９１年（明治２４年）に発行された藤

原鎌足が描かれた「改造百円券」で、大きさは、

縦１３０ｍｍ、横２１０ｍｍというものです。これは、

現行の一万円券より縦横ともに５０ｍｍほど大きいお

札で、Ａ４サイズ（この冊子のサイズ）の約半分の大

きさと言えばイメージしやすいかもしれません。

ちなみに、世界に目を転じると、１３７５年（天授

元年）に発行された中国明代の「大明通行宝鈔」

（縦３３８ｍｍ、横２２０ｍｍでＡ４サイズよりやや大き

い）が最も大きいお札と言われています。

では、わが国で一番小さいお札は何かというと、

１９４８年（昭和２３年）に発行された「Ａ五銭

券」です。梅の花が描かれたこのお札は、縦４８ｍｍ、

横９４ｍｍと小型で、戦後すぐに発行された小額券だ

ったこともあって、すかしもなく、記号だけが印刷さ

れた簡単なお札でした。

なお、世界の小さいお札にはどのようなものが

あるかというと、１９１５年（大正４年）から１９１９

年（同８年）にロシアで発行された「切手紙幣」

（縦３１ｍｍ、横２４ｍｍ）のほか、第一次大戦の

戦中戦後、１９１４年（同３年）から１９２３年（同

１２年）のドイツでの超インフレ時代に州・市町

村単位で発行された「ノートゲルト」という小額

代用紙幣が挙げられ、縦横ともに１８ｍｍという

ものもあったと言われています。
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